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１　はじめに

　北海道博物館（以下、当館：愛称は「森のちゃれん
が」）の2023年度後期の行事として、連続講座「ちゃ
れんが地学講座」を実施した。地学に関する連続講座は
当館としては初めての試みであり、担当学芸員である筆
者らが講師となって地学の学問体系や地学諸分野につい
て概説し、北海道内の地質・古生物を中心テーマに据え
た基礎的な内容を取り上げた。小論ではこの講座の内容
や、実施形態とその工夫を述べるとともに、実施する中
で見えてきた地学分野への道民の期待や諸課題、博物館
における地学教育の意義が再確認されたので報告する。

２　企画背景

　当館は、北海道の自然・歴史・文化に関わる遺産につ
いて未来に語り継ぎ、道民の「知りたい」という気持ち
に応えるという重要な使命をもつ（北海道博物館 2024
など）。その点において、当館では様々な道民普及活動
を積極的に行っていくことが求められており、これまで
も多種多様な教育普及行事を企画し、様々な教育活動
を行ってきた。地学に関する行事や自然観察会などの自
然史分野の教育普及活動についても実施されてきたが、
道民が体系的に地学を学ぶ機会となるような教育普及活
動の実施は限定的であった。本連続講座は、そのような
状況の中で筆頭著者の成田が前職の高等学校教諭として
の職務経験を通して考え続けてきたアイデアと、現代の
日本の地学教育に関する諸課題への解決策としてのアイ
デアも組み合わせることで企画した。日本の地学教育の
諸課題は数多く存在し、①日本には地学分野を専門とす
る小中高校・大学の教員が少ないこと、②高等学校では
大学入試での理科の選択科目として地学が設置されるこ
とが少なく、地学の授業が開設されないケースが多いこ

と、③そのために多くの日本国民が中学校理科で学習す
る地学の内容で知識が止まりがちであること、など多岐
にわたっている（例えば、田村 2008、勝村 2019）。
博物館は、各施設等の状況にもよるが、学校現場と異な
る点がいくつかあり、①岩石や化石等の実物資料が既
に存在し、それを利活用する土台があること、②地学
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を専門としている学芸員がいること（斎藤 1996；小川 
2003、2019など）、③必ず使用しなければならない教
科書やそれに従った教育活動がなく、多くの部分で現場
の学芸員の裁量で教育活動が展開できるといった大きな
強みがある（表1）。また、博物館では子どもから高齢
者まで幅広い年代の来館者に対して地学教育を展開する
ことが可能である（表1）。これらのような点から、学
習指導要領や教材の制限を考慮せず、地学の専門的な知
見をもつ学芸員から、道民に向けた地学の教育活動を行
うことでその地学的リテラシーを向上させることが可能
であると考えられる。以上のような点を考慮し、本連続
講座の主担当を成田（専門；古植物学、地学教育）が、
当館の地学担当である圓谷（専門；貝類化石）と久保見
（専門；地質学、地質年代学）が副担当となり、地学分
野の連続講座を企画した。筆者らがそれぞれの専門性を
活かしながら、全4回（第1回：2023年11月19日、第2
回：12月10日、第3回：2024年1月21日、第4回：2月
11日）の講座の講師を担い、受講者に体系的に地学を
学ぶ機会を提供するものとして設置し、名称は当館の愛
称である「森のちゃれんが」に則り「ちゃれんが地学講
座」とすることとした。

３　講座の目的と概要

　本連続講座は、実際に研究活動を行っている著者らの
専門性を活かしたテーマ設定と標本の準備ができるこ

と、生涯学習施設としての側面から幅広い世代への教育
活動を行えること、という博物館における地学教育の大
きな意義を踏まえ（表1）、かつ地質学的・古生物学的
にも見どころの多い北海道の自然を意識して、「北海道
の地質学・古生物学を中心とした自然史分野の学習意欲
の向上を図り、受講者の自然を見る目を変える」を目的
とした。
　本連続講座の学術的なレベルとしては、高等学校理科
の基礎科目である「地学基礎」レベルから大学初等教育
程度を念頭に置いた。そのため、受講者の募集にあたっ
ては、中学校理科程度の知識のある方という条件を付す
こととした。受講者は40名を定員としたが、これは後
述の通り、実物標本を受講者に触れていただくためのや
むを得ない制限である。

４　講座の内容

(1) 第1回　地学概論
　第1回は成田が講師となり、宇宙の誕生から現代まで
の地球と生命の歴史や、地球の内部構造、プレートと諸
現象、大気・海洋などの地球の表層システムについて概
説した（図1）。
① そもそも地学とはどんな学問か？：地学で扱う対
象、地学と他の自然科学諸分野との関連
② 地球のしくみ：地球内部の層構造、プレートとその
運動、地震発生と火山噴火のメカニズム、岩石の種類と

図1　第1回講座で使用したスライドの一例
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概要、地球にしか存在しないもの、天気の変化と海水の
運動
③ 宇宙と地球の歴史：宇宙と地球のはじまり、地質年
代と示準化石、先カンブリア時代の出来事、古生代の出
来事、中生代の出来事、新生代の出来事
　成田の担当した第1・4回の講座では、原則受講者が2
人一組となり、要所で提示される探究的な課題に対して
ペアで話し合って課題を解決するというスタイルをとっ
た。これは近年、主に小・中学校、高等学校および大学
で求められている「主体的・対話的で深い学び」（文部
科学省 2018a、ｂ、2019）を意識したもので、講師の
成田が高等学校での教育経験を踏まえて導入したもので
ある。

(2) 第2回　鉱物・岩石と年代、北海道の古地理
　第2回は久保見が講師となり、鉱物と岩石およびそれ
らから明らかとなる地質年代や北海道の古地理変遷の基
本的な考え方について講義した（図2）。
① 鉱物と岩石の種類について：鉱物と岩石の概要、岩
石の種類、プレートテクトニクス
② 北海道の地質・古生物について：夕張での石炭層発
見に始まる北海道の地質学の発展、北海道の地史および
北海道の地帯区分（渡島帯、空知－エゾ帯、日高帯、常
呂帯、根室帯について）
③ 地質学の研究とは？～地質調査・年代測定～：地質
調査と地質年代学の概要、放射年代測定の方法、ジルコ
ンおよびU-Pb同位体系の概要
④ 北海道の地形の成り立ち（古地理変遷）について：
地質学、古生物学、年代学、および古地磁気学から総合
的に考察した北海道の古地理変遷。後期白亜紀、古第三
紀、新第三紀、第四紀（約100万年前）、第四紀（約2
万年前） 
　久保見の担当した第2回は、座学の講義中心で実施
し、要所で受講者に問いかけや発言をしてもらいながら
進めた。また、より多くの受講者が、普段触れることの
できない様々な地質時代の実物岩石標本を実際に目で見
て触れることができる機会を設け、自然体験学習として
の大きな意義を持たせた。

(3) 第3回　海の地層と海の古生物
　第3回は圓谷が講師となり、主に北海道に分布する海
でできた地層（海成層）とそこに含まれる貝類化石など
の海の古生物について講義した。後半は実物の貝類化石
を観察して、そこからどのような環境が復元できるのか
という実践的な課題も提示した（図3）。
① 海について：海の形成と生命の誕生の概要
② 海の地層と古生物を研究してみよう！：示相化石と

示準化石（第1回の復習）、鉱物と岩石の種類（第2回
の復習）、当館が位置する野幌丘陵の地質と貝類化石、
地層の観察と読み取り・堆積環境考察の実習、貝類化石
の観察と同定の実習、地層と化石からの古環境復元実習
③ 地学視点で捉える、現代の海の地層と生き物たち：
現代の海洋環境の変化と環境問題、現代の地層・露頭の
保全問題、地学視点からの海洋保全
　圓谷の担当した第3回では、解説を最小限に留め、当
館が位置する野幌丘陵の第四系を中心に身近な地質や環
境について受講者に自分事として考えてもらい、地層
（写真・柱状図）と実物の試料（貝類化石を含む砂等）
を観察する実習に大部分の時間を割いた。地層観察と実
物試料処理の過程の体験と考察は、化石研究の体験機会
となり、まさに昨今重視されている探究学習の博物館に
おける実践となった。

(4) 第4回　陸の地層と陸の古生物・まとめ
　第4回は、成田が再び講師となり、主に北海道に分布

図2　第2回講座で使用したスライドの一例
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する陸でできた地層（陸成層）とそこに含まれる恐竜や
マンモスゾウ、植物などの陸の古生物について受講者ど
うしの話し合いをしながら、必要事項を解説した（図
4）。
① 陸の地球生命史：古生代・中生代・新生代の陸上環
境の変化と古生物

② 陸の地層の形成と特徴：一般的な地層のでき方、陸
成層の特徴、柱状図を読む
③ 北海道の陸の古生物：北海道内で見つかっている陸
上古生物の化石の概要
④ 環境変化を考える/まとめ：示相化石と陸上古環境の
復元、葉化石の観察と化石から地質時代の気温を求める

図3　第3回講座で使用したスライドの一例

図4　第4回講座で使用したスライドの一例
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実習、古気候変化と未来予測、全4回のまとめ
　第4回では、顕生代（古生代以降現代までの地質時
代）の陸上の古生物と環境の変遷を解説した。また、実
物の植物化石から地質時代の平均気温の変化をグラフと
して可視化し、そこから現代の我々が直面している地球
温暖化問題のどのような部分が問題なのか、という現代
の環境問題の本質について、受講者自らの気付きを促す
仕掛けを施した。

５　講座の実施形態・工夫

　近年の教育現場では従来型の講義形式よりも受講者が
主体的に考えをアウトプットしたり、実物に触れたりし
て学ぶことにより学習効果が高まることが指摘されてい
る（例えば溝上 2014；成田 2016、2019、2021；西川
2015）。そこで本連続講座においては各回で必ず受講
者に問いかけ・投げかけを行い、受講者自身が考える時
間を設定し、受講者からの意見や考えを発信してもらう
場面を設けた。特に第1回と4回では、前述のとおり、
受講者の着席位置を指定し、2人一組で話し合いをし
て、ややレベルの高い問いや、複数の回答が想定される
課題に対して意見交換の上、話し合った結果を受講者全
体に提示する場面を設けた。問いの例をいくつか示す。
・『地球内部は地下10km以上掘って進めません。それ

はなぜでしょう？また、地球内部構造をどうやって調
べたのでしょう？』

・『カンブリアの大爆発はどうして起きた？（なぜ古生
代カンブリア紀の始まり以降にいろいろな古生物の化
石が見つかるの？）』

・『（実物を観察しながら）どちらが海の砂？どちらが
川の砂？そのように考えた根拠は何でしょう？』

・『なぜ現在の「地球温暖化」は問題なのか？』

　本連続講座はあくまでワークショップではなく、「講
座」として企画したため、座学での講義形式を基本とし
ながらも（図5）、このように教育現場で実践されてい
る手法も取り入れて、受講者に少しでも多くの講座内容
を自分事として実感してもらえるような工夫をした。ま
た、各回で必ず実物の化石や岩石標本に触れる機会を設
けて、資料の豊富な博物館ならではの講座となるよう
に心がけた。特に第3回・4回では、実物の研究試料や
ワークシート、化石図版等の紙資料を基に考察するとい
う探究的な活動も取り入れた。なお第2回～4回で受講
者が観察した岩石や化石等の標本の多くは各回の講師が
それぞれ自ら採集したもので、実際に触れ、標本の存在
を身近に感じてもらいながら解説を聞くことができるよ
うに工夫した。

６　受講者アンケートの結果および考察

(1) 受講者アンケートの結果
　本連続講座第1回では、次回以降の連続講座を展開す
るにあたり、受講者の実態や要望を確認するためにアン
ケートをとった（表2）。また、全4回終了後には、本
講座全体に関する感想等を確認するためのアンケートを
とった（表3）。これらのアンケート結果のうち、要点
を以下に示す。なお、アンケートは全参加者からの回答
は得られておらず、第1回で32件、第4回では22件の回
答数である。
① 本講座を知ったきっかけ（第1回）：多くの回答が、
当館で発行している「行事案内」（16件；51.6％）、
当館の「ウェブサイト」が（13件；41.9％）であった
（表2）。
② 受講してみたいと思ったきっかけについて（第1
回）：全回答数は38件（複数回答可）で、そのうち25

図5　講座の様子　左：第2回、右：第3回
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件（65.8％）は「地質学や古生物学に興味があった」
という回答で、8件（21.1％）は「おもしろそうだっ
た」という回答であった（表2）。
③ 難易度と理解度(第1回)：難易度については「易し
い」（25.0％）、「やや易しい」（42.9％）、「やや
難しい」(32.1％) という回答を選択している。理解度
については「理解できた」(51.7％)「十分理解できた」

表2　第1回講座実施後のアンケートの結果
それぞれの回答の割合は四捨五入の上、少数第一位までの値で示しているため、回答の割合の合計は必ずしも100.0％とはならない点に注意。

(44.8％)を選択している（表2）。
④ 印象に残っている話題やテーマ（第1回）：『地球の
構成・中身・誕生』、『地球は「石でできている」と
いうことに気付かされた』という回答が目を引く（表
2）。地球そのものは微惑星と呼ばれる隕石のような天
体が衝突・合体して誕生したと考えられている。それゆ
え地球は層構造を有する巨大な岩石の塊なのであり、そ
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れを人類が資源として利用したり、海水や土壌中の成分
として溶けだして地球表層を循環したりしている。この
ように、身近なことを地学の視点から気付きを促すこと
の大切さが再認識される。
⑤今後扱ってほしいテーマ(第1回)：札幌の地質や野幌
丘陵、石狩低地、大雪山系、北海道各地の地質など、身
近なことを知りたい道民が多いこともわかる。また、宇

宙・天体について知りたいという声もいくつか含まれて
いた。
⑥ 受講者の属性（第4回）： 受講者の属性について
は、第1回終了時にも調査すべきであったが、その際の
アンケートでは今後の地学講座の内容について重視した
調査であったため、第4回でのみの調査となった。第4
回終了後に調査したところ、10代から70代まで幅広い
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表3　第4回講座実施後のアンケートの結果（全4回分の感想含む）

世代からの参加があったことが明確となった。10代、
40代、50代、70代がそれぞれ4件（各18％）の回答で
他の世代よりもやや多い。男女比ではやや女性が多かっ
た。また、居住地については札幌市北区からの参加との
回答が6件（各27.2％）と最も多く、西区と北広島市か
らの参加がそれぞれ3件ずつ（各13.6％）とそれに続い
た（表3）。企画当初に想定した札幌市各区や近隣市に
住む幅広い世代の道民への地学教育を普及する目的に合

致する結果となった。
⑦自由記述（第1・4回）：第1回の終了時には「スライ
ドのペースが速い」「後半が早口だった」という記述も
見られたが、「わかりやすい」「ためになった」「楽し
い」という好意的な意見も見られた（表2）。第4回の
終了時では「あっという間だった」「時間を延ばしてほ
しい」「楽しかった」「続けてほしい」「わかりやす
かった」「博物館に来る理由となる」などの好意的な記
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述が目立った（表3）。時間配分は再考の余地があるも
のの、今後も地学の体系的な講座の継続の要望が明確に
なった。

(2) 今後の諸課題
　第1回では地学の学問体系の解説から、地球そのもの
のしくみと、約46億年分の地球と生命の歴史を2時間の
講座に盛り込んだほか、先述の通り、話し合いや課題に
取り組む場面も積極的に設けたため、結果として時間不
足であったことがアンケート結果（先述の6–(1)–⑦）か
ら推定される。これまで成田が同様の手法で実践した際
には、勤務する高等学校の生徒が対象であった。しか
し、本講座は、年齢や知識量に多様なバックグラウンド
を持つ一般道民が参加者対象であったことを考慮し、限
られた講座時間の中で受講者に伝えるべき内容や、主体
的に受講者が活動をする時間、受講者からの意見を集約
して紹介する時間の精査が課題である。
　一方、本講座の目的は先に述べた「北海道の地質学・
古生物学を中心とした自然史分野の学習意欲の向上を図
り、受講者の自然を見る目を変える」である。アンケー
ト結果（先述の6–(1)–②、⑤、および⑦）に基づくと、
「北海道の地質学・古生物学を中心とした自然史分野の
学習意欲の向上を図り」という点においては、受講者が
もともと地学や古生物に関心が高かったことも考えられ
るが、説明のわかりやすさ、講座内容やテーマの楽し
さ、受講者同士の交流・話し合いの場面への好感触につ
いての回答が複数あり、本連続講座実施期間中の受講者
の学習意欲の向上には一定程度貢献できたことものと考
えられる（表2、3）。本講座終了後の受講者の意識の
変化を追跡することまでは行っていないため、今後は受
講者の意識の変化について調査することも踏まえた行事
の計画を行うことも検討したい。
　対して、「受講者の自然を見る目を変える」という目
的についてはどうか。例えば、宇宙・地球・生物の歴史
を通して現代があることから、現代の自他の生命を大切
にしようと感じたり、身近で拾える岩石がどこから由来
したのかを気にするようになったり、当館が野幌丘陵の
上に位置することを意識したりなど、本連続講座を受講
することによる受講者の意識の変化を期待しての目的で
あった。この目的が達せられたかどうかを知るには継続
的な追跡調査が必要である。第1回アンケート中にいく
つか散見された、「地球は石でできているということに
気付いた」のような感想は、そのような身近な自然史観
の変容を示す可能性がある。講師側もこうした点をより
一層意識するとともに今後このような点を目的に盛り込
む場合には、それに対応した問いをアンケートに設ける
などのさらなる工夫が必要となるだろう。

７　博物館における魅力ある教育普及
　　事業の可能性

　反省点や課題も残されているものの、本連続講座は
「道民の知りたい」というニーズにも合致しており、当
館の使命にふさわしい教育普及行事となった。同時に博
物館の強みを活かし、参加した道民の地学的リテラシー
の向上を図っているという点で日本の地学教育に資する
教育普及行事となった。今後は博物館ネットワークを活
用した地学の連携講座や地学以外の分野との連携連続講
座の設定など、様々な発展性も考えられる。
　一方、日本の地学教育には課題が多く、地学を学ぶべ
き、あるいは地学を学習したくてもできない国民が多い
（吉田・高木 2000など）。そのため、博物館の展示や
イベント等に「地学を求めに」来館する方々も存在する
と考えられる。そのような道民の期待に応える形で当館
の使命を果たすとともに、生涯教育施設としての博物館
の強みを活かし、時には小中学校・高等学校や大学にお
ける地学教育を補完することが可能であることを意識し
て教育普及事業を精力的に継続する必要がある。
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MUSEUM ACTIVITIES

A Practical Report on the Lecture Series
“Charenga Earth Science Course”
NARITA Atsufumi, EN’YA Takafumi, and KUBOMI Koh

NARITA Atsufumi: Natural History Group, Research Division, Hokkaido Museum
EN’YA Takafumi: Natural History Group, Research Division, Hokkaido Museum
KUBOMI Koh: Natural History Group, Research Division, Hokkaido Museum

This lecture series was designed by three curators 
of Hokkaido Museum specializing in geology and/
or paleontology, leveraging the characteristics of 
museums as lifelong learning facilities. The primary 
goals were to enhance participants’ motivation to 
study natural history—specifically the geology and 
paleontology of Hokkaido—and to transform their 
perspectives on nature. The academic level of the 
lectures was set between high school subject "Basic 
Earth Science" and introductory university-level 
education. Each session incorporated interactive 
discussion to engage participants, allowing them 
time to think and share their thoughts. The lectures 
emphasized hands-on experience with real fossils 

and rock specimens, taking full advantage of 
the abundance of specimens in the museum. 
Exploratory activities, where participants analyzed 
actual specimens, were also included to deepen 
their understanding. Though certain challenges 
remained, particularly in evaluating participants' 
achievement of the goals, we recognized the need 
to refine questionnaire designs for more effective 
assessment. To address challenges in earth science 
education in Japan, it is essential to continue 
educational activities which capitalize on the 
strengths of museums as lifelong learning institutions, 
such as this lecture series. 




